
　永禄七年（1564）に豊後国の松行村（現在の豊
後高田市都甲地域）に生まれた吉弘統幸は、混乱
に満ちた動乱の世に、共に戦う仲間や生涯仕えた
大友氏への仁義を貫き通し、自分の信じる道を一
心に生きた誇り高き武将です。
　吉弘氏は、武蔵郷吉広（現在の国東市武蔵町）
を本拠地としていましたが、統幸の四代前の親信
が都甲の地に移り住みました。吉弘氏は、代々、
大友氏に仕えてきた家柄であり、祖父の鑑理、
父の鎮信は、大友宗麟からの信頼が厚く、重臣と
して仕えました。鎮信の死後は嫡男の統幸が城主
となり、大友氏に仕えました。

主君に忠義を尽くした
仁徳の戦国武将吉弘統幸公
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事　　　柄

統幸、都甲に生まれる。幼名松市。

大友氏重臣であった祖父・鑑理が病死。
統幸は国衆並の待遇を受ける。

統幸、長安寺の権執行となる。

耳川の戦いで父鎮信が死去。吉弘氏の跡を継ぐ。

田原親貫（佐野鞍懸城）の反乱に際して屋山城を
改修し、多くの戦功を立てる。

下毛郡（現中津市付近）の悪党を撃退する。

岩屋城の合戦。叔父の高橋紹運戦死。

統幸、長安寺の権別当となる。伊勢参りをする。

文禄の役（朝鮮出兵）で活躍する。
大友義統が敵前逃亡の罪で改易。統幸は柳川の
従弟立花宗茂の元に身を寄せる。

立花家家臣として、慶長の役（朝鮮出兵）で活躍
する。

義統が伊豆から開放され、大坂に移る。統幸は義
統・能乗との連絡を続けている。

統幸、石垣原合戦で大友方右翼の将として、獅子奮
迅の活躍。黒田軍をおおいに苦しめた後、戦死する。

吉弘統幸公の生涯

吉弘統幸公ゆかりの地

家系図

とても義理堅く
忠義心の厚い人
　朝鮮出兵の際、小西行長の援護を主張する
吉弘統幸の意見を聞き入れず撤退した大友
義統は、豊臣秀吉から敵前逃亡とみなされて
領地を没収され、統幸は浪人となってしまいま
した。さらに、関ヶ原の戦いを前に、統幸は義
統に徳川方に付くよう忠告しますが、聞き入れ
られませんでした。敗北を予感しながらも主君
への忠義・旧恩から、義統に従って戦い、最期
を遂げました。統幸は、どんな状況であろうと
大友氏に尽くし、37年の生涯を捧げたのです。

味方はもちろん、
敵にも称賛・信頼
されていた
　大友宗麟は亡くなる際、「大友氏の柱石
たるべき吉弘統幸と協力して、嗣子（跡取
り）義統を援護してくれよ」と家臣へ遺言を
残しています。若干24歳の統幸に対する
宗麟の信頼が、いかに厚かったかがわか
る逸話です。また、最後に統幸の軍を倒
した黒田官兵衛の功績を記した『黒田家
譜』には統幸の生きざまを称える内容が記
されています。

“吉名川”の由来と語り継がれる悲話… 統幸公にまつわるエピソード

　別府石垣原で戦いに敗れた統幸はさらし首にされました。
その首を菩提寺である金宗院の住職が取り戻しに行き、

やっとの思いで帰り着いて
前の川で首を洗おうとしたと
きのこと。統幸はカッと目を
開け、「ああ、住職、よしな」
と叫んだのです。住職は洗
うのをやめ、寺で厚く供養し
たということです。
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真木大堂

寄り道スポット

豊後高田市都甲地域までの交通アクセス
豊後高田市街地まで

六郷満山本山本寺の一つであった馬城山伝
乗寺の跡。収蔵庫には日本最大の大威徳明
王をはじめ、阿弥陀如来坐像など、国指定重
要文化財、９躯の仏像が保存されている。

国宝富貴寺大堂
宇佐神宮の大宮司家一族の氏寺として建立
される。境内の大堂は日本三大阿弥陀堂の
一つで、現存する九州最古の木造建築物とし
て国宝に、境内は国史跡に指定されている。

熊野磨崖仏
鬼が一夜で築いたと伝えられる99段の石段
を上ると、日本最大級のスケールを誇る不動
明王と大日如来の磨崖仏が現れる。国重要
文化財および国史跡に指定。

田染荘
あぜ道に咲く素朴な花々、小川のせせらぎ、
稲穂の輝き、平安時代からの風景が輝きを
失うことなく息づいている。美しく、懐かしい
風景と営みは、国の重要文化的景観に選定
されている。

昭和の町
昭和30年代の懐かしい商店街や今も現役
のボンネットバス、６万点の懐かしいおもちゃ
が展示されている「駄菓子屋の夢博物館」
などがある「昭和ロマン蔵」が見どころの「昭
和の町」。おかえりなさい。思い出の町へ。

長崎鼻
春は菜の花、夏は100万本のひまわり、秋は
コスモスと四季折々の花を楽しむことができる
花の岬。敷地内には、オノ・ヨーコ氏の作品
『見えないベンチ』『念願の木』、チェ・ジョン
ファ氏の作品『色色色』がある。
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